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【問い合わせ】谷崎潤一郎記念館　☎23-5852/穐38-3244/悪ashiya-tanizakikan@shopro.

co.jp（〒659-0052 伊勢町12-15）【開館時間】午前10時～午後５時（入館は４時30分まで）

【休館日】月曜日（祝日の場合は、その翌日）【観覧料】～ 9月6日：一般300（240）円、大高

生200（160）円、中学生以下無料／ 9月12日～：一般500（400）円、大高生400（320）円、中学

生以下無料※（　）内は20人以上の団体料金※高齢者（65歳以上）および身体障害者手帳・

精神障害者保健福祉手帳・療育手帳をお持ちの人とその介護の人は各当日料金の半額

「芦屋の歴史と文化財展」
芦屋の歴史をそれぞれの時代の主要な

歴史資料を紹介します。

9月19日（土）から新たな展示を行います。

是非ご覧ください。

■期間　11月23日（月・祝）まで　■会
場　 歴 史 資 料 展 示 室 　 ■問い合わせ
下記へ　

今年の夏は、東の空には火星、南の

空に月と木星と土星を観察できる

チャンスです。ぜひこの機会に天体

観測を始めてみませんか？

■日時　９月26日（土）午後７時～９時

※ 雨 天 決 行　■会場　市 民 セ ン

タ ー 401室　■定員　12組（36人 ）

※中学生以下は保護者同伴　■講師　半田孝氏　■申し込み　９月

１日午前９時より右記へ　■問い合わせ　環境課　☎38-2051

夏の星空観察会

谷崎館講座　「初めての日本画」
「和の美」を心ゆくまで表現できる日本画。筆を持ち慣れない人でも大丈

夫。慣れるにつれて本格的な日本画へとステップアップしていきます。

■日時　毎月第3木曜日午後２時～４時　■会場
講義室　■定員　12人　■講師　長谷川透（日本

画家、香里美術クラブ主幹）　■料金　9,000円前納

（３回分）※別途材料費必要　■持ち物　筆や顔

彩をお持ちの人はご持参ください。なければ初回は

手ぶらでお越しください。講師と相談の上、筆や日本

画絵具をそろえていただきます。　■申し込み下

記へ　■問い合わせ　下記へ

忘れる病気のばあばが教えてくれた忘れられない物語。

■日時　９月26日（土）〈２回上映〉

午前10時～／午後１時30分～【98

分】　■会場　上宮川文化センター

３階 ホール　■定員　市民・各回

50人　■持ち物　上履き・靴袋（外履

きを入れる）・マスク着用　■申し
込み　９月18日（金）午前９時30分か

ら電話で下記へ　■問い合わせ　上

宮川文化センター☎22-9229

ヒュ－マンライツシアタ－
　　　　　ばあばは、だいじょうぶ

【問い合わせ】美術博物館　☎38-5432/穐38-5434（〒659-0052 伊勢町12-25）

【開館時間】午前10時～午後５時（入館は４時30分まで）【休館日】月曜日（祝日

の場合は、その翌日）※９月７日～ 18日・11月9日～ 13日は展示替えのため

休館 【観覧料】～９月６日：一般800（640）円、大高生600（480）円、中学生以

下無料／９月19日～：一般500（400）円、大高生300（240）円、中学生以下無料

※（　）内は20人以上の団体料金※高齢者（65歳以上）および身体障害者手帳・

精神障害者保健福祉手帳・療育手帳をお持ちの人とその介護の人は各当日料

金の半額

来館前に自宅で検温　　 をお願いします

大人数での来館　　　 はお控え下さい

来館時は、マスクの着用　　　 をお願いします

【次のいずれかに当てはまる人はご来館をお控えください】

▶37℃以上の発熱・せき・くしゃみなど風邪の症状がある人

▶ 体調がすぐれない人（身近に新型コロナウイルス感染症の感染者・

感染の可能性のある人がいる）

市立施設へご来館の皆さんへのお願い

新型コロナウイルス感染症の影響により開催を中止・延期する場合は、速やかに市ホームページ等でお知らせします。

長谷川透「初めての日本画
講座」

「芦屋川水車絵図」

©2018「ばあばは、だいじょうぶ」
製作委員会

谷崎潤一郎記念館の催し
美術博物館の催し

秋の特別展　「タブー～発禁の誘惑～」
谷崎潤一郎の生涯は80年にもおよ

び、作家としてのキャリアも半世紀を

こえる。その間、社会のタブーとしばし

ば摩擦を引き起こしながら、日本社会

の転変を見事に生き延びてきた。本展

ではタブーとジレンマ「発禁の誘惑」

への谷崎独特の絶妙の距離感を浮き

彫りにしていく。

■期間　９月12日～ 12月６日　■問い合わせ　下記へ

芦屋の時間　大コレクション展
芦 屋 市 立 美 術 博 物 館 は 2 0 2 1 年 3 月

に開館30年目を迎えます。30年とい

う時 間 の 中 で 、当 館 は 優 れ た 作 品 を

多く収 蔵してきました 。本 展 で は 、小

説 家 の 福 永 信 さんと一 緒 に 、作 品 の

新 鮮 な 見 方と新しい 出 会 い 方を見 つ

けていきます。

※ 当館コレクションを支える作家126

名の作品から約180点を展示予定。

■期間　９月19日～ 11月８日　■申し込み　当日直接会場へ　■問
い合わせ　下記へ

「細雪」第1回・第2回が掲載された戦時
下の『中央公論』。以降は「発禁」あつかい
とされ掲載中断となった。


